
 

令和５年度 第２回野田市男女共同参画審議会 次第 
 

 

 

日時：令和６年２月１４日（水） 

午後３時         

場所：市役所低層棟４階委員会室 

   

 

 

１ 開  会 

 

 

２ 市長挨拶 

 

 

３ 議  事  

（１）人権・男女共同参画推進審議会について（報告） 

（２）委員提案による男女共同参画の協議について 

（３）その他 

 

 

４ 閉  会 
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（１）人権・男女共同参画推進審議会について 

 

１ 概要 

人権・男女共同参画推進課所管の「人権教育・啓発に関する野田市行動計

画」及び「野田市男女共同参画計画」については、それぞれ根拠法や基本計画

に基づいた計画となっていますが、人権の取り組むべき施策と、男女共同参画

基本法の基本指針で位置付ける各分野別であげられている基本認識について

は、概ね課題が合致しており、重複する施策も多い状況です。 

そこで、いずれの計画も計画期間と見直しの時期が同じ６年度であり、新計

画が７年度からスタートになることから、６年度の見直しの際、両計画を統合

し、新たな「野田市人権・男女共同参画計画」を策定しようと考えておりま

す。 

統合することで、人権の施策全般で男女共同参画の考えを検討したり、男女

共同参画の施策の中で、人権施策のより広い視点で検討したりできることを期

待しております。 

あわせて、両計画の策定に関することについて、を所掌事務としている、人権

施策推進協議会と男女共同参画審議会については、それぞれの委員の選出団体

も重複している団体も多く、野田市行政改革大綱において、『選出団体や審議対

象が重複する付属機関は、審議の効率化を図るため、統合へ向けた検討を行う。』

と位置付けられていることからも、計画の統合と合わせて附属機関も統合しよ

うとするものです。 

 

２ 統合する審議会等 

  ①人権施策推進協議会 

   ・設置根拠：野田市人権施策推進協議会設置条例（地方自治法(昭和 22 年

法律第 67 号)第 138 条の 4第 3項に基づく附属機関） 

   ・所掌事務：協議会は、市長の諮問に応じ、次の各号に掲げる事項につい

て調査審議し、答申する。 

（1）人権施策に係る行動計画の作成及び推進に関すること。 

（2）人権教育及び人権啓発に関する施策の策定及び推進に関すること。 

（3）その他人権施策に関し市長が必要と認めること。 

   ・委員数：25 人以内（現 25 人） 

   ・計画書：人権教育・啓発に関する野田市行動計画（単体で作成） 

・計画策定の根拠：人権教育及び人権啓発の推進に関する法律第５条に

基づき、人権教育及び人権啓発に関する施策をまとめたもの。 

・任期：令和５年７月 11 日から令和７年６月 30 日まで 

 

  ②男女共同参画審議会 

・設置根拠：野田市男女共同参画審議会条例 

（地方自治法第 138 条の 4第 3項に基づく附属機関） 

議題１ 
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・所掌事務： 

（1）審議会は、市長の諮問に応じ、男女共同参画計画の策定、見直し及

び実施に関し、必要な事項を調査審議し、答申する。 

（2）審議会は、前項の規定による答申のほか、男女共同参画に関して、

市長に意見を述べることができる。 

・委員数：16 人以内（現 16 人） 

・計画書：野田市男女共同参画計画（女性活躍推進計画と一体作成） 

・計画策定の根拠：男女共同参画社会基本法第 14 条第３項に基づく市

町村男女共同参画計画、かつ、女性活躍推進法第６条第２項に基づく

市町村推進計画。 

・任期：令和４年 11 月 11 日から令和６年 11 月 10 日まで 

  

３ 統合方法 

  人権施策推進協議会、男女共同参画審議会は、それぞれ条例で目的、所掌事

務、委員選出区分などが決まっております。 

  今回の統合については、それぞれの審議会等が担ってきた項目を統合して

まいりますので、２つ合わせた形で検討いたします。 

  統合の時期については、令和６年４月を予定しております。 

 



 
 

４ 施策の体系 

 

 総合計画の基本目標  市民がふれあい協働する都市 

 

 総合計画の基本方針  人権尊重・男女共同参画社会の推進 

 

 行動計画の基本理念  市民一人一人が尊重され安心して暮らせる地域社会 

 

【計画の目標】     【基本課題】              【施策の方向】 
                                            

①児童・生徒の発達段階に応じた人権尊重の教育の推進 
②いじめや不登校などの解決を図るための相談体制の充実 
③教職員の人権意識の高揚と指導者の育成 
 

①地域社会と行政が連携した子育て支援体制の確立 

②保護者への人権啓発の推進 
 

①人権に関する学習機会の提供と学習意欲の喚起 

②幼児から高齢者までを対象とした生涯学習振興施策の推進 
 

①職場における人権尊重意識の高揚を図るための啓発の推進 

 

①研修の実施や研修方法の工夫による職員の人権意識の高揚 

②市民の健康や生命にかかわる者への人権研修の充実 

 

 

 

①人権尊重と男女平等が確保された社会づくり 
②女性（異性）に対するあらゆる暴力の根絶 
③政策・方針決定過程への女性の参画促進 
④ワーク・ライフ・バランスの推進 
⑤生き生きと暮らせる活力ある社会づくり 
 
①児童虐待防止対策の強化 
②ひとり親家庭の自立支援の推進 
③子どもの安全の確保 
④子育て支援サービスの充実 
⑤子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備 
 
①高齢者が自立して健康に暮らせる地域社会づくり 
②高齢者が生きがいを持って楽しく暮らせる活力ある社会づくり 
③高齢者が安心して生活できる環境づくり 
④高齢者の権利が尊重されるまちづくり 
 
①障がいのある人に対する理解の推進と共生社会づくり 
②障がいのある人が自立して安心して生活できる環境づくり 
③障がいのある人が普通に社会参加できるまちづくり 
 

①教育・啓発事業の推進 

 
①生活情報などの提供 
②外国人への理解と交流 
 

①教育・啓発の充実 

 
①様々な人権課題への理解のための教育・啓発の推進 
②関係機関や団体との連携 

 

 

 

①相談窓口の充実 
②人権侵害被害者への対応の充実 
 

①全庁体制での取組 

 

①関係機関・団体との連携 

 
①誰もが分かりやすい言葉での教育・啓発 
②誰もが受け入れやすく興味を持てる教育・啓発 
③様々な機会を利用した教育・啓発 
 

①野田市人権施策推進本部による進行管理 
②野田市人権施策推進協議会への報告及び諮問 

  

しみ 

 

 しみ 

 

 しみ 

 

 

１ 学校 

４ 計画のフォローアップ及
び見直し 

３ 人権施策の周知及び人権
教育・啓発の推進 

１ 推進体制 

２ 関係機関・団体との連携 

人権擁護の充実 

８ 様々な人権課題など※ 

７ ＨＩＶ感染者など 

６ 外国人 

５ 同和問題 

４ 障がいのある人 

３ 高齢者 

２ 子ども 

１ 女性 

５ 特定職業従事者※ 

４ 職場 

３ 地域社会 

２ 家庭 

※地方公務員（市職員）、教職員、保健・医療・福祉関係者 

※◎刑を終えて出所した人、◎犯罪被害者やその家族、◎インターネットなどによる人権侵害 
 ◎性的少数者の人権、◎大規模災害に関する人権問題、◎その他（アイヌの人々、北朝鮮当局による拉致など） 

（１） 

様々な場における

人権教育・啓発の

施策の推進 

（４） 

 

計画の推進 

（２） 

各人権課題に対す

る施策の推進 

（３） 

 

人権擁護の充実 

人権教育・啓発に関する野田市行動計画（5ページから抜粋） 施策体系の比較 



   

第４章 計画の内容 

 

１ 施 策 の 体 系 
 

【基本目標】        【基本課題】                【施策の方向】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅰ 
人権尊重と男女平等
が確保された社会づ
くり 

Ⅱ 
女性（異性）に対す
るあらゆる暴力の
根絶 

Ⅲ 
男女がともに社会

のあらゆる分野に
参画する機会の拡
充 

 

Ⅳ 
ワーク・ライフ・ 
バランスの推進 

Ⅴ 
生き生きと安心して
暮らせる社会づくり 

 

１ 人権尊重意識の啓発 

１ ドメスティック・バイオ
レンス対策と被害者の
自立支援策の充実 

 
１ 男女ともに仕事と家庭

を両立できる環境の整
備 

１ 生涯を通じた健康づく
り 

1)人権尊重意識の啓発 
2)各種相談窓口の充実、連携 

1)性の尊重と女性（異性）に対するあらゆる暴力の根
絶に向けた啓発 

1)審議会等における女性の参画推進 
2)女性職員の人材育成 

 
２ 男女平等教育の推進と

生涯学習の充実 

 
３ 男女共同参画の視点に

立った意識改革の推進 

 
１ 行政における政策・方針決

定過程への女性の参画推進 

 

２ 性の尊重と暴力の根絶 
 

 
２ 子どもを産み育てやす

い環境の整備 

 
２ 高齢者等が安心して暮

らせる環境の整備 

1)家庭における男女平等意識の啓発 
2)学校における男女平等教育の推進 
3)多様な生涯学習の充実 

1)固定的性別役割分担意識の是正と慣行の見直し 

1)働き続けやすい環境の整備促進 

1)子ども・子育て環境の整備、充実 
2)ひとり親家庭に対する支援の充実 
3)子育て情報の提供推進 

1)健康に関する知識の普及 
2)妊娠・出産・育児支援の充実 

1)高齢者や障がいのある人等の福祉の充実 

2)介護支援策の充実 

1)ＤＶ被害防止に向けた啓発の強化 
2)配偶者暴力相談支援センター業務の推進と情報管
理の徹底 

3)児童虐待等防止対策の強化 

２ 企業、団体等における方
針決定過程への女性の参
画促進 

３ セクシュアル・ハラスメ
ントや性犯罪等防止の
充実 

1)セクシュアル・ハラスメント、マタニティ・ハラス
メント等防止対策の推進 

2)ストーカーや性犯罪等の防止対策の推進 

３ あらゆる分野における
女性の参画推進 1)男女共同参画の視点に立った地域防災対策の推進 

1)企業、団体等に対する啓発及び取組の促進 
2)商工業・農業経営等への女性の参画促進 

４ 女性の経済的自立支援 
1)再就職のための支援体制整備 
2)女性のチャレンジ支援  

３ 地域活動への男女共同
参画の推進 1)地域活動に参加しやすい環境づくり 

３ 外国人が安心して暮ら
せる環境の整備 1)外国人のための情報提供及び生活支援策の推進 

第４次野田市男女共同参画計画（33 ページから抜粋） 
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委員提案による男女共同参画の協議について 

 

１ 委員提案の状況 

  （第４次野田市男女共同参画計画の体系を元に分類） 

 

 （１）集計結果  13 人の委員から 24 件の提案 

   話したいテーマとして出された基本目標 

基本目標Ⅰ 人権尊重と男女平等が確保された社会づくり  4 人 5 件 

基本目標Ⅱ 女性（異性）に対するあらゆる暴力の根絶   1 人 1 件 

基本目標Ⅲ 男女がともに社会のあらゆる分野に参画する  3 人 5 件 

機会の拡充 

基本目標Ⅳ ワーク・ライフ・バランスの推進       6 人 8 件 

基本目標Ⅴ 生き生きと安心して暮らせる社会づくり    3 人 3 件 

 

 

 

 

2

0

2

1

1

1

3

3

0

2

3

1

0

0

1

3

1

0 1 2 3 4 5

分野別整理は事務局へお任せ

外国人が安心して暮らせる環境の整備

高齢者等が安心して暮らせる環境の整備

生涯を通じた健康づくり

女性の経済的自立支援

地域活動への男女共同参画の推進

子どもを産み育てやすい環境の整備

男女ともに仕事と家庭を両立できる環境の整備

あらゆる分野における女性の参画推進

団体等における方針決定過程への女性の参画促進

行政における政策・方針決定過程への女性の参画推進

セクシュアル・ハラスメントや性犯罪等防止の充実

性の尊重と暴力の根絶

ドメスティック・バイオレンス対策と被害者の自立…

男女共同参画の視点に立った意識改革の推進

男女平等教育の推進と生涯学習の充実

人権尊重意識の啓発

議題２ 

基本目標Ⅰ 

基本目標Ⅲ 

基本目標Ⅳ 

件 

基本目標Ⅴ 

基本目標Ⅱ 
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（２）個別提案 

基本目標Ⅰ 人権尊重と男女平等が確保された社会づくり 

・ダイバーシティの一部としての男女共同参画。性別に限らず、様々な背景がある。子

どもから、おとな、高齢者まですべての人が、生きやすい環境が整っていれば、選ば

れる企業、選ばれる自治体になるのではないかと思う。20年後、どんな環境である

べきか、具体的イメージを共有したい。そこへの導線表としてやるべきことを見たい。 

・性犯罪防止のための教育（親・子含め）の必要性について、親世代の想定していな

いような危険な状況を周知することが大切になってきていないか(ex.SNS による

犯罪など） 

 

基本目標Ⅲ 男女がともに社会のあらゆる分野に参画する機会の拡充 

・行政における女性の参画促進のためのアイデアについて（クォータ制※の導入など） 

・行政・企業・団体に於ける方針決定過程への女性の参画の実態、特に団体からの代

表委員にその実態を伺いたい。更に団体代表委員は当該団体からどのように推せ

んを受けたのかも知りたい（立候補？指名？輪番？） 

 

基本目標Ⅳ ワーク・ライフ・バランスの推進 

・女性が仕事を持ち、男性と同等に働くためには、家庭との両立、中でも子供を産み

育てながら仕事との両立は大変であると思います。今、どの程度まで男性は意識し

ているのか、女性の地位向上のためにも環境の整備が必要。 

・仕事と家庭の両立ができる環境や、子どもを産み育てやすい環境について、野田市

はどの様に取り組み、又、他に補える点はどの様な事があるのか皆さんの意見を伺

いたいです。 

・自治会、防災等、地域活動の男女の係り 

 

基本目標Ⅴ 生き生きと安心して暮らせる社会づくり 

・生涯を通じた健康づくりについて、市の施策等を伺いたい。また、皆さんの意見を伺

いたい。 

 

【参考】 

クォータ制 

積極的改善措置の手法の一つ。男女間格差を是正する方策で、性別等を基準に

一定の人々や比率を割り当てる制度のこと。世界 196か国中 118 の国や地域で、

政治分野におけるクォータ制が国政レベルで導入されている。 

 






